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　人口の動き
一7月1日現在一
男4，141（±0）
女4，234（一1）
計　　8，375（一1）

世帯数2，304（＋4）

　（）は前月比較
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『ちょっといい話』
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。
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迎
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　明るく元気に・気持ちを込めた“あいさつ”で心豊かな一日が始まります。一瞬の出

会い・一生の出会いを気持ちのよいものにするため、平成10年度からこのプランによっ

て「あいさつ運動」を推進しています。

　各学校、家庭、全地域での取り組みをよろしくお願いいたします。

　　　家燵驚縁

轡家族同毒警懲わやか繕あ騎さ訟をじまし塞萎。

　　　　1親が蕃本繕な秘まじ諜勃

轟癒を蓬め欝お客様を迎灘蒙襲諜う。

・お客様巻逡義驚靴繊巻藷の場饗教擁まじ塞う、

・他家蓬訪闇する時の靴儀を

　　き巻ん逡教灘まし濃麟。

離稜灘醸

撫掘簑糞・生徒会鞍澄欝

　あ騨さ鍛運動を広めます、

i☆道徳教欝の発嚢縫努めま誰。

町では

☆全町に蕉あいさつ運動鱗を

　広めます。

・摂あ騨さつ運勤錘標語の募集

◎鯵よっと験い話製の募集

　・ステ饗力・一配掬

　・あ験きつ標語の立蕎板の設置

　　地域憲ぽ

嚢自懸の畢供だ獄欝姦叢．

　地蟻の藩傑樋もみんな欝

　欝をかけ癒騨諜絃諜う癒

轡援太瞬士蓬親墜総あ騨毒つを

　交綾ま臨諜鎌。

平成10年度

　下学年の部

標語募集入賞作品

　おはようで まちの人は　にっこにこ 千手小学校3年　　相崎　祐樹

上学年の部　　あいさつを　したりされたり　うれしいな　　　上野小学校4年　　渡辺　智哉

中学生の部　　あいさつは　心のかよう　町づくり

一般の部 「おはよう」で　広がる笑顔　町の朝

じぶんから　先にあいさつ　こころがけ

川西中学校3年　　蔵品　恵介

四郎兼

下平新田

平野和美一

相崎久美子

③12．7。10



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　節　一　も　竃　　λ

　　　り　　　り　　●　　　　　最近、犬にかまれる事件や放し飼いの犬が家畜や農作物に被害を与える事件

c
薙 ………1翻Dl懲蘇膿も書響編鰻欝蹴鴇篇ぢ馨

　　　　　　　　　　　　　飼い方でなく、他人に迷惑をかけない正しい飼い方をしなければなりません。

　愛犬家のミニ知識

1　登録と狂犬病予防注射について

　●登録は生涯一回になりました。また、狂犬病予防注射は毎年一回（定期は春〉受けなければなりません・

　　詳しいことは市町村又は保健所へ問い合わせてください。

　●鑑札・済票はその犬の実施を証明するものですので、必ず犬に装着しておかなければなりません。

2　飼養管理のきまりについて
　●県動物保護管理条例で飼い犬の飼養施設の基準が定められています。犬の身になって、また人に危害を

　　加えないよう必ず守ってください。

3　犬を運動させるときの注意について
　●狭い犬舎に入れられ、又は、つながれている犬は、欲求不満になり、不必要にほえたり、人に危害を加

　　えたりします。毎日、朝晩20～30分くらい必ず運動させてください。

　　・適当な長さの丈夫な鎖などで犬を十分制御できる体力のある人が運動させる。

　　・交通の激しい場所、人通りの多い所、子供の遊び場、通勤・通学の時間を避けて運動させる。
　　　　　　　　　　　　　か　　・人や犬を見てほえたり、噛みつこうとするのを喜び、さらに犬をけしかけたりしない。

　　・排便の後始末は飼い主の責任です。

4　飼い犬が人を噛んだら

　　すぐに保健所へ届け出て、狂犬病予防員の指示を受けてください。

　届け出は県条例で義務付けられています。

　●噛んだ犬は、必ず獣医師の検診を受けなければなりません。

5　噛まれた場合は
　　・まず傷の手当をしてください。
　　・噛んだ犬について、できるだけ詳しい情報を保健所にお知らせください。飼い主が分かる場合には、

　　　飼い主についてもお知らせください。

6　飼い犬が死んだり、飼えなくなったりした場合は

　　・飼い犬が死亡したら、必ず市町村又は保健所へ届け出をしてから各自処理してください。

　　・どうしても飼えなくなった場合、新しい飼い主を探すよう努めてください。また、市町村を窓口とし

　　　て引き取りを行いますので、事前に相談してください。

　　・犬は絶対に捨てないでください。処罰されます。

7　犬の生理について

　　・体温は幼犬で38．5～39℃、成犬で37．5～38．5℃

　　・メスは生後8か月から10か月で最初の発情があり、おおむね年2回あります。また、妊娠期問は2か

　　　月です。

　　・人と犬との成長比較（おおよその目安）

犬 1歳 3歳 4歳 7歳 9歳 12歳 14歳 15歳

人 20歳 28歳 32歳 44歳 52歳 64歳 72歳 76歳

8　犬の病気について
　　・狂犬病以外にも、犬がかかる病気の中には人に感染するものがあり、また、，手当が遅れると生命が危

　　険になることもあります。詳しくは、最寄りの動物病院に紹介してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12・7・10④



6月25日執行

衆議院議員総選挙
　　川西町の結果
舳レ　（国民審査は省略）

総合センターでの開票のようす

　搬議磯議霞総選嚢翻麟嫌磁繕雛

　蔭灘舗欝酸執織懸灘難第麹團鍛鐵饒織鐵総

選雛⑳翻撫礁業ぽ、顯欝　繊後纈灘滋鑛総懸

灘灘糞一一懇懸糠懸藏叢麟縫．護の選挙i鍛諜、・

懲選雛鐵選i挙畿難擁鷺叢選雛最滞裁翻辮裁

翻懸圏織審嚢難辮i慧羅饗施蓮灘蒙叢幾．

　灘灘磯繊選挙鷹選雛の投票き馨ぽ雛魏驚懇

議圓纐総選雛鯵鎗鎌熱辮漢嬢36跳
灘菊欝叢馨難。

　驚の開票結繋ぽ灘磁遷お麹羅慧琴。，．i騨鍵審．

嚢ぽ欝騰

◎投票状況

区　　　　分 衆議院小選挙区
選出議院選挙

衆議院比例代表
選出議院選挙

投　票　当　日　の

最終有権者数 6、715人 6、717人

投　　票　　者　　数 5、786人 5、782人

投　　　票　　　率 86．17％ 86．08％

○衆議院比例代表選出議員選挙

◎得票状況　　（届け出順）

○衆議院小選挙区選出議員選挙

政　党　名 得票数 政　党　名 得票数
公　　明　　党 381票 日本共産党 208票
自由民主党 2，942票 社会民主党 573票
自　　由　　党 410票 民　　主　　党 1，007票
政党自由連合 8票 （無効投票）

253票

氏　　　名 得票数
白　川　勝　彦 3，536票

あ　べ　正　義 103票
つつい信　隆 2，067票
（無効投票） 80票
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一

第
5
0
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

子
ど
も
・
い
き
い
き
・
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク

　
毎
年
七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
」
で
す
。
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
は
、
「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が

築
く
明
る
い
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
、
今

年
五
十
回
を
迎
え
ま
す
。

　
非
行
・
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
、
自

分
自
身
の
居
場
所
を
な
く
し
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
。
子
ど
も
た
ち

に
ま
つ
わ
る
問
題
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大

人
も
子
ど
も
に
向
け
た
碓
固
た
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　
大
人
の
問
題
は
子
供
に
影
を
投
じ
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
学
校
教

育
や
家
庭
教
育
が
重
要
な
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
．
で
も
今
、
地
域
の
連
携
に
よ

る
交
流
と
支
え
合
い
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
地
域
の
連
携
に
よ
る
交
流
と
支

え
合
い
で
す
。

　
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
か
ら
完

全
学
校
週
休
二
日
制
に
な
り
ま
す
．
地

域
社
会
の
子
供
へ
の
か
か
わ
り
は
、
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
今
年
の
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の

地
域
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
子
ど
も
・
い
き

い
き
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
す
。
子
供

た
ち
が
い
き
い
き
す
る
た
め
に
、
私
た

ち
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
で
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
教
育
・

福
祉
・
更
生
保
護
な
ど
、
様
々
な
立
場

の
人
た
ち
の
熱
意
を
感
じ
な
が
ら
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
改
め

て
考
え
、
実
行
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
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川西葉たばこ生産組合が県知事賞を受賞

絹
潅
縣
、
曝

鑛
轟
翻

　
知
灘
縦

　
県
，
、
　
、
・
鐡

轟
縷
　
・
、
撚
　
鮒
覇
冒
㎜

　
鯛
越
き
懲
　
、
翻
．
鍵
・

蔚
皿
灘
ー
躍
灘
麟
灘
鰍
酬

生
蜜

　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
灘
　
、
，
，
理
灘
彗
蟹
ロ

こ
．
購
礁
襯
蹴

ま割
心
　
，
蹴
騰
賜
り

葉
　
　
　
　
，
　
聴
輔
灘

灘
難
、
5
，
　
、
鑓

　
レ
受
賞
を
喜
ぷ
葉
た
ば
こ
組
合
の
皆
さ
ん

　この度、葉たばこの収納実績や品質などを競う

「平成11年産葉たばこ共進会」の結果が報告され、

川西葉たばこ生産組合（水品亀代満組合長・組合

員17人〉が出品した葉たばこが優良と認められ、

みごと県知事賞を受賞。今回出品した葉たばこは、

10アール当たり重量252獄（平均247あ又）、10アー

ル当たり代金460，882円（平均428，481円）という

ものです。同組合では、平成の時代に入って3回

県知事賞を受賞していますが、来年3月にはJ　A

新潟川西農協も広域合併が予定されており、川西

農協傘下での生産組織としては今回が最後で、記

念に残る受賞となりました。

野沢さん⊂沖立》が危険物安全管理で全国表彰

　6月5日、東京千代田区の麹町会館で、平成12年度（財）全国危険物安全協会表彰式が実施され、

席上、当町の野沢由雄さん（57歳）が同協会理事長表彰を受賞しました。

　野沢さんは、昭和37年に十日町石油㈱に入社、42年には優良管理者として（財〉県危険物安全協会

から表彰。また、平成6年から県危険物安全協会中魚沼地区支会長及び同県協会理事として活躍さ

れています。

　今回の表彰にあたっては、危険物に起因する事故防止と協会員相互の資質の向上はもとより、

特に、8年12月に発生したロシアのタンカーからの重油流出事故において、重油回収ボランティアを

協会員に呼びかけ、多数の協会員が参加するなど、協会の社会的信用の向上に寄与し、協会の発展・

運営に大きな足跡を記されたことが認められたものです。

　「上流の地域にいるものが、下流に汚染などによる害を及ぼしてはならないということを日ごろ

から心がけています。そんなことの積み重ねが結果として表彰にも結び付いたものと思う。みなさ

んも十分注意をお願いしたい」。野沢さんは、そう話しておられました。

暮らしの中に音楽を
　6月18日、総合センターで生涯学習推進大会が開催されました。この大会

は、生涯学習のまちづくり推進本部が主催したもので、今年で10回目。

　今回は、「暮らしの中に音楽を」を大会主題に、日本民謡協会民謡助教授の

半間正さんから「音楽を楽しもう」と題した講演と自分の体を使って楽器の音

を出す人間楽器などを披露してもらったほか、JA新潟川西女性部オリーブの

皆さんからは大正琴の演奏を、仙田樽太鼓クラブの皆さんからは、子供樽太鼓

の演奏を発表してもらい、音楽の楽しさなどを体験した大会となりました。
▲子供樽太鼓を披露する仙田樽太鼓クラブの演奏

練習の成果をいかんなく発揮
　6月25日、川西中学校駐車場で、町消防団（清水善三団長・団員354人）の

春季消防演習・小型ポンプ操法競技会が実施されました。

小型ポンプ操法競技会では、6つの分団から選ばれた6チームによって操法1

が競われ、新町新田チームが優勝。新町新田チームは、7月16日十日町市で　・

開催される十日町地区支会に出場します。

　また、競技会終了後、団員の人員・姿勢・服装の点検があり、号令一つで

機敏に動いていました。

〈
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
披
露
す
る

　
参
加
チ
ー
ム
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こころの文化長栄山西：永寺霧

　　　～再建150年記念事業開かれる～

　創建から700年の歴史があるといわれる上野の長栄山西

永寺は、天保6年（1835〉の大火の後、嘉永元年（1848）

に再建されました。本堂、庫裏、経蔵、鐘楼、六和亭から
　　がらん　　　　　　　　　　　　　　　のっと
なる伽藍は、真宗寺院の様式に則った本格的なもので、特
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けやきに本堂は、柏崎の宮大工篠田総吉一門の手による総櫻づく

りで、向拝や欄問の彫刻が見事です。

　6月11日、国の有形登録文化財としても価値ある文化遺

産を次世代に伝えていくための再建150年記念事業が行わ

れました。

　記念式典や法要のほか、西永寺や町の歴史、建築の専門

分野からの研究成果も含めた記念誌の刊行発表なども行わ

れ、内外から多くの人たちが集いました。

　午後からは、津軽三味線のコンサート「高橋竹山の世界」

が開催され、本堂を埋め尽くした観客からは盛んな拍手が

沸き上がっていました。

》
高
橋
竹
山
の
三
味
の
音
が
、
観
客
を

　
魅
了
し
て
い
ま
し
た

馨

漸纏

諺

雍

纏

▲株主を前にあいさつする田ロ代表取締役

1株⊃まちづくり川西が創立

　まちづくりに関しての企画・調整・実施や支援などを担

うまちづくり会社が「㈱まちづくり川西」と決まり、6月

26日、総合センターで創立総会が開かれました。この日は、

一般株主を含む30人が参加しました。

　まず、創立に至る経緯が発起人代表から報告されたあと、

定款の承認、取締役・監査役の選任が行われ、取締役に

は田口直人（木落）、押木篤美（田戸〉、上村晴夫（上野）、

松本一仁（中屋敷）、高橋幸司（沖立）の各氏が、監査役

には南雲守（中仙田）、和久井工（木落）の各氏が選ばれ

ました。そのあと会社設立に際して発行する600株の払込

金融機関の保管状況と役員の報酬が決定。7月7日に、会

社設立登記を行う予定で、以後、この会社を中心に本格的

に取り組みが進められることになります。

　なお、総会終了後の取締役会において、代表取締役には

田口直人氏が、常務取締役には高橋幸司氏が選ばれ、本店

の所在地が総合センター内と決まりました。

》
伊
友
集
落
の
皆
さ
ん
に
よ
る
定
植
作
業
（
上
）
と
川
西
高
校
有
志

　
に
よ
る
定
植
作
業
の
よ
う
す

地区民と生徒が
　　　　　　サルビアを定植

　6月4日、伊友集落内と同集落内の曽根川沿いでサルビア1，500

株の定植作業がありました。これは、7月20日から始まる「大地の

ん芸術祭」で、川西町を訪れるたくさんの方々を笑顔と美しい花で迎

えたいと伊友集落（村山進一総代・72戸）が計画、里創プラン「花

の道事業」の一環として取り組んだもの。また、集落に川西高校が

隣接していることから、「景観を整備し、地域の和を広げたい」と、

川西高校ボランティア部に定植作業の協力を求めたところ、同部担

当の相沢教諭は「とてもよいこと」と、全校生徒に参加を呼びかけ

ました。

　5日、伊友集落内の曽根川沿いで、川西高校有志によるサルビァ

の定植作業が行われました。この日は、同校ボランティア部をはじ

め、バレー、テニス、相撲、陸上、生徒会保健委員会の部員50人が

参加。サルビア500株の定植作業に汗を流しました。
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町
で
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
採

用
の
一
般
事
務
職
員
（
初
級
職
）
若
干

名
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
者

ω
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
五
十

　
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

ω
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

　
い
る
者

⑥
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で

　
き
る
者

＠
介
護
者
な
し
で
一
般
事
務
職
と
し
て

勤
務
可
能
な
者

【
試
験
の
日
時
と
場
所
】

1
　
一
次
試
験
（
県
人
事
事
務
組
合
が

す
る
試
験
）

試
験
日
九
月
十
七
日
㈲

受
付
時
間
午
前
九
時
～
九
時
四
十

　
　
　
　
　
　
分

試
　
験
　
場
　
長
岡
市
南
町
二

　
　
　
　
　
　
長
岡
市
立
南
中
学
校

【
試
験
の
方
法
】

　
高
校
卒
業
程
度
の
内
容
で
、
地
方
公

務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識
と
知

能
に
つ
い
て
、
択
一
式
の
筆
記
試
験
と

作
文
試
験
及
び
事
務
適
正
検
査
を
行
い

ま
す
。

携
行
品
　
受
験
票
、
H
B
鉛
筆
、
消
し

　
　
　
　
ゴ
ム
な
ど
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
や

　
　
　
　
万
年
筆
使
用
は
無
効

合
格
発
表
　
十
月
中
旬

2
　
二
次
試
験

試
　
験
　
日
　
十
一
月
上
旬

　
　
　
　
　
　
（
一
次
試
験
合
格
者
に

　
　
　
　
　
　
別
途
通
知
）

試
　
験
　
場
　
川
西
町
地
域
活
性
化
セ

　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー

方
　
　
　
法
面
接
試
験

【
採
用
日
】

　
平
成
十
三
年
四
月
一
日

【
受
験
手
続
き
】

　
申
込
書
の
請
求
先
　
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
係

【
申
込
書
の
提
出
】

　
受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
押

　
印
。
写
真
（
縦
四
㎝
×
横
三
㎝
無
帽

　
・
正
面
上
半
身
と
枚
を
は
り
、
ほ
か

　
に
二
枚
を
添
え
て
役
場
行
政
係
へ
。

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
七
月
二
十
八
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、

消
印
は
七
月
二
十
八
日
ま
で
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
　
智
六
八
－
三
一
一
一

十日町地域広域事務組合　職員募集
　　　　　　　（採用試験実施要綱）

消防士（上級及び初級）4人程度　　　　　　・自
獣医師　1人　　　　　　採用の予疋

申込受付　7月31日まで
　　　　　（郵便消印は7月31日まで）

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は
、

平
成
1
3
年
4
月
－
日
採
用
予
定
の
消
防

士
（
上
級
及
び
初
級
）
4
人
程
度
と
、

獣
医
師
1
人
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　
消
防
職

【
受
験
資
格
】

○
上
級
…
大
学
卒
業
者
（
来
春
、
卒
業

　
見
込
み
含
む
）
で
、
昭
和
5
0
年
4
月

　
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
（
平
成
1
3

　
年
4
月
1
日
現
在
2
5
歳
以
下
の
者
）

○
初
級
…
高
等
学
校
卒
業
者
（
来
春
、

　
卒
業
見
込
み
含
む
）
で
、
昭
和
50
年

　
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
（
平

　
成
1
3
年
4
月
1
日
現
在
2
5
歳
以
下
の

者
）

○
上
級
・
初
級
共
に
身
体
強
健
で
、
視

　
力
は
両
眼
幡
以
上
、
一
眼
の
場
合
そ

　
れ
ぞ
れ
α
5
以
上
（
矯
正
視
力
可
）
で

色
神
正
常
な
者

○
上
級
・
初
級
共
に
十
日
町
地
域
広
域

　
事
務
組
合
管
内
（
十
日
町
市
・
川
西

　
町
・
津
南
町
・
中
里
村
・
松
代
町
・

　
松
之
山
町
）
に
居
住
可
能
な
者

【
試
験
の
日
・
方
法
】

0
1
次
試
験
　
8
月
2
0
日
（
日
）

　
　
試
験
は
、
教
養
試
験
（
公
務
員
と

　
し
て
必
要
な
教
養
試
験
・
適
正
試

　
験
・
作
文
）
と
、
体
力
試
験
（
消
防

　
職
員
と
し
て
必
要
な
基
礎
体
力
）
に

　
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

　
※
場
所
及
び
時
間
な
ど
の
詳
細
は
、

　
　
受
験
者
に
別
途
通
知
。

0
2
次
試
験
　
9
月
上
旬
～
中
旬

　
　
場
所
及
び
時
間
な
ど
は
、
1
次
試

　
験
合
格
者
に
別
途
通
知
。
口
述
試
験

　
と
身
体
検
査
を
し
ま
す
。

　
獣
医
職

【
職
種
・
採
用
予
定
人
員
】

　
獣
医
師
　
－
人

【
受
験
資
格
】

○
昭
和
4
5
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

　
た
者
（
平
成
1
3
年
4
月
－
日
現
在
3
0

　
歳
以
下
の
者
）
で
、
獣
医
師
の
免
許

　
所
有
者
又
は
、
平
成
1
2
年
度
に
行
わ

　
れ
る
獣
医
師
国
家
試
験
に
よ
り
免
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
取
得
見
込
み
の
者
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

〇
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
管
内
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
（
十
日
町
市
・
川
西
町
・
津
南
町
・
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
中
里
村
・
松
代
町
・
松
之
山
町
）
に
1

　
居
住
可
能
な
者

【
試
験
の
日
時
と
場
所
・
方
法
】

日
時
　
8
月
2
0
日
（
日
）
午
後
1
時
～

会
場
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
試
験
は
、
教
養
試
験
（
大
学
卒
業
程

度
）
と
面
接
・
身
体
検
査
を
し
ま
す
。

　
共
　
通

【
受
験
手
続
き
】

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
や
同
消
防
西

分
署
な
ど
に
備
え
付
け
の
受
験
申
込
書

に
、
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
を

添
付
し
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
7
月
31
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、
消

印
は
7
月
31
日
ま
で
有
効
）

【
申
込
書
の
提
出
】

消
防
職
…
十
日
町
消
防
本
部
総
務
課

獣
医
職
…
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
事
務
局
総
務
課

　
※
申
込
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
9
4
8
1
0
0
3
6

　
　
十
日
町
北
新
田
1
1
1
0

　
　
（
奮
5
7
1
1
5
5
6
〈
共
通
〉
）



魎偶

回

大地の芸術祭r大地交響フェスティバル」前売り券発売！！

　大地の芸術祭r越後妻有アートトリエンナーレ2000」が7月20日から53日間にわた

って開催されます。会期中は、展示された作品の鑑賞やワークショップ、また、数多くの

イベントが予定されています。大地の芸術祭には様々な参加の方法があります。

　イベントの目玉の一つがr大地交響フェスティバル」です。これは、世界各地から音楽

や踊りのグループが集まって、地域の出演者と共演をする楽しいお祭りです。司会に真野

響子さんを迎え、次のとおり開催されますので、多数の皆さんからのご来場をお待ちして

います。

■日　時　　7月30日（日）午後4時から

■会　場　　十日町市城ケ丘ピュァランド

■出演者　　山下洋輔、梅津和時、H　O　B　Oサックスカルテット、巻上公一、天鼓、堀川

　　　　　久子、金井英人カルテット、内海信彦、アンサンブル・トゥバクィズィ、

　　　　　十日町大太鼓、新保広大寺節保存会ほか

■入場料　　・一般3，000円（前売り2，500円）

　　　　　　・ジュニァ（小・中・高）1，500円（前売り1，000円）

■問い合わせ・入場券の申込先

　　　　　大地の芸術祭事務局（a57－2637）又は、役場開発課（麿68－3111）へ。

出
演
者
事
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
す

　
「
大
地
交
響
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、

一
般
コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
に
見
に
行
く

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
出
演
者
も
大

募
集
し
て
い
ま
す
。
出
演
の
方
法
は
、

「
声
を
出
す
こ
と
」
、
「
踊
る
こ
と
」
で

簡
単
に
参
加
で
き
ま
す
。
楽
譜
や
歌
詞

の
と
お
り
歌
っ
た
り
、
決
め
ら
れ
た
踊

り
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

年
齢
、
性
別
、
経
験
を
問
わ
ず
に
参
加

で
き
る
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
7
月
2
0
日
か
ら
出
演
者
を
対
象
と
し

た
事
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　
詳
し
い
日
程
な
ど
は
、
大
地
の
芸
術

祭
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

越
後
妻
有
8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
大
賞

高
橋
賢
治
さ
ん
の
個
展
開
催

　
越
後
妻
有
の
自
然
文
化
に
隠
さ
れ
た

魅
力
を
再
発
見
す
る
た
め
に
、
写
真
と

言
葉
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
3
、
1
1
4
点

の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
ス
テ
キ
発
見

大
賞
を
受
賞
し
た
高
橋
賢
治
さ
ん
（
津

南
町
）
の
個
展
「
～
越
後
妻
有
の
ス
テ

雛蕪鰭膏葦奎蟻霧轟薫葦叢

鍵灘

キ
な
四
季
折
々
～
」
を
大
地
の
芸
術
祭

に
併
せ
て
7
月
2
0
日
か
ら
8
月
6
日
ま

で
十
日
町
情
報
館
に
て
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
入
場
料
は
無
料
で
す
。

7
月
2
0
日
か
ら
始
ま
る
「
大
地
の
芸
術
祭
」
に
向
け
、

ア
ー
ト
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す

町
で
も

ロ
ぴ
　
　
き

　
鞍

　
灘

勘
灘
灘難

　　　　婿　　　　鰭
　　　，，韓　　謡　雛羅

　　　　　㈱
　　　　財
　　　灘．　　難醐雛

”
協
一
7
麿
ゐ
曝

レ
県
ス
ポ
少
軟
式
野
球
大
会
中
越
予

　
選
会
。
当
町
橘
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
は
準

　
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
6
・
10
、
庚
塚
野
球
場
）

　
　
（
6
・
8
～
9
、
総
合
体
育
館
）
⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

〉
1ー
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

繰
り
広
げ
ら
れ
た
第
31
回
フ
レ
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ツ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
　
　
1



保健課介護保険係からのお願い

6月10日に全戸配布しました川西町オリジ
　　　　　　　　　　　　　　　　かいごほけん
ナルパンフレツト『はじまりました介護保険』

に、以下の部分を追加願います。

【7ぺ一ジ】

韻
一

　
　
　
秤

（
－
　
　
　
　
　
鉱

（
旭
博
調

　
　
　
魯

　
　
　
　
亀
》

　
　
　
念

（
●
　
ふ
》

（
O

●亭●

●◎

通所介護（デイサービス）

　デイサービスセンター（日帰り介

護施設）などに通い、食事、入浴の

提供や、日常動作訓練、レクリェー

ションなどが受け5れます。

通所リパビリテーション
（デイケア）

　医療施設や介護老人保健施設など
に通い、理学療法士や作業療法士に
よるリパビリテーシヨンなどが受け

5れます。

◆サービス費用のめやす
　利用する施設の種類と要介護度により異なります。

●併設型（所要時間4～6時間）の場合
　要支援：4，000円／要介護1、2：4，730円／
　要介護3、4、5：6，600円

　（食事390円、送迎片道440円、入浴390円加算）など

◆サービス費用のめやす
　利用する施設の種類と要介護度により異なります。

●医療機関（所要時間4～6時間）の場合
　要支援：4，900円／要介護1、2：5，750円／

　要介護3、4、5：7，890円
　（食事390円、送迎片道440円、入浴390円加算）など

【18ぺ一ジ】

アズミメディケアサービス中越

株式会社クリーンセキュリティー

十日町市

盈58－3990

株式会社
クリーンセキュリティー

福祉用具貸与

源川医科器械株式会社
新潟市

盈025＿299＿7775

源川医科器械

株式会社
福祉用具貸与

介護支援専門員実務研修受験試験
時
場
格

　
　
資

　
　
験

日
会
受

□
□
□

　
　
　
法

　
　
　
方

　
布
所
せ

書
　
場
寄

願
　
扱
り

験
配
取
取

受
…

□

□受験申し込み

　・受付期間

　・申し込み方法

　・申込先

　・問い合わせ先

ll月12日（日）　午前10時～正午まで

上・中・下越地域に設置した会場となります。（受験票に記載）

保健・福祉・医療に関する国家資格を持ち、その業務で5年以上の従事経験が必要です。

詳しくは、県庁介護保健室にお問い合わせください。

8月10日～9月20日
新潟県庁　高齢福祉保健課介護保険室

取扱場所に直接おいでになるか、郵送（270円切手をはったA4版が入る角2サイズ

の返信用封筒を同封〉により依頼

9月1日（金）～20日（水）（当日消印有効）

郵送（簡易書留）又は持参

〒950－8570　新潟県庁　高齢福祉保健課介護保険室

申込先に同じ　盈025－285一一5511（内線2527、2528）

時
場
マ
師
他

　
　
一
　
の

日
会
テ
講
そ

★
★
★
★
★
※問い合わせ先

寝たきりにならないための健康づくり講演会

7月21日（金）　午後2時から

総合センター大ホール

寝たきり・痴ほう予防のための運動の実際

明治学院大学名誉教授高橋　賢一先生

当日は実技もありますので、動きやすい服装でおいでください。

　　　役場保健課保健係（暦68－3111〈内線234・235＞）

12．7．10⑳



教
育
勅
語
と
昔
の
教
育

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

　
川
西
町
の
児
童
生
徒

　
町
教
育
振
興
会
（
井
川
聖
会
長
）
の

総
会
で
、
全
校
の
先
生
方
に
「
教
育
勅

語
」
の
話
を
し
た
ら
ご
質
問
と
ご
意
見

を
多
く
う
け
た
。
本
月
号
は
、
「
町
長

選
挙
」
を
休
ん
で
こ
の
間
題
を
と
り
あ

げ
る
。
い
ま
、
学
校
教
育
の
現
場
は
何

か
と
大
変
だ
が
、
川
西
町
で
は
世
間
を

騒
が
せ
る
よ
う
な
事
件
が
お
き
て
い
な

い
。
こ
の
事
実
は
町
の
児
童
生
徒
が
良

い
子
だ
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
こ

れ
も
ひ
と
え
に
、
先
生
方
始
め
家
庭
・

地
域
の
ご
努
力
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
を

ま
ず
も
っ
て
感
謝
し
た
い
。

　
去
る
日
、
新
潟
県
市
町
村
教
育
委
員

会
連
合
会
の
席
上
で
、
野
本
県
教
育
長

の
祝
辞
を
拝
聴
す
る
機
会
を
得
た
。

　
「
若
い
世
代
に
極
悪
非
道
な
犯
罪
が

相
次
ぎ
、
学
校
で
は
不
登
校
、
い
じ
め

学
級
崩
壊
な
ど
が
跡
を
絶
た
な
い
。
わ

が
子
の
言
動
に
瀞
す
徹
を
失
っ
た
親
が

〃
助
け
て
…
〃
と
必
死
に
頼
ん
で
い
る

の
に
、
学
校
も
、
警
察
も
、
行
政
も
、

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
な

い
。
な
ぜ
こ
ん
な
世
の
中
に
な
っ
た
の

か
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
や
し
つ
け
に
、

何
か
重
大
な
誤
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
」
と
指
摘
し
た
。

　
そ
う
い
え
ば
、
小
渕
前
総
理
が
教
育

改
革
を
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
に
と
ら

え
、
ま
た
、
文
部
大
臣
経
験
者
の
森
総

理
も
「
戦
前
の
教
育
勅
語
に
も
良
い
面

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
タ
ブ
ー
と
さ
れ

て
き
た
政
策
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
審
議
会

は
教
育
の
在
り
方
を
大
胆
に
模
索
し
て

ほ
し
い
」
と
言
及
し
て
い
る
。

　
四
大
節
の
時
代

　
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
教

育
勅
語
が
灘
饗
さ
れ
る
と
、
全
国
の
小

　
　
　
か
し
こ

学
校
は
畏
み
て
奉
読
式
を
挙
行
し
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
し
ん

年
後
に
は
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
御
真

難
を
慈
し
て
、
校
門
を
く
ぐ
る
者
は

朝
な
夕
な
奉
安
殿
の
両
陛
下
に
最
敬
礼

す
る
こ
と
を
麓
夢
な
か
っ
た
。

　
昭
和
戦
前
ま
で
は
、
天
皇
が
元
旦
に

皇
居
で
万
民
の
簸
騨
を
祈
る
四
方
拝

、
耀
盤
皿
謙
．
轍
鞭
舗
馴
測

　
　
　
｝
、
．
罎
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
副
補
藪
・
，
葉
，
－
甑

蹴
騰
堺
或
㎞
．
、
．
，
謬

，
課
写
醗
臨
　
　
　
　
6
　
、

、
。
　
罵
　
　
．
　
　
　
　
　
　
置
　
　
～
～
　
．

■
濫
㌦
葦
餌
的
J
f
鰍
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．
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》
四
大
節
・
小
学
修
身
書
（
抜
）

（
一
月
一
日
）
、
神
武
天
皇
即
位
を
奉
祝

す
る
紀
元
節
（
二
月
十
一
日
）
、
天
皇

誕
生
を
祝
う
天
長
節
（
四
月
二
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
く

日
）
、
明
治
天
皇
誕
生
日
を
ト
す
明
治

節
（
十
一
月
三
日
）
の
四
大
節
に
礎
か

な
式
典
を
あ
げ
た
。

　
礼
服
に
威
儀
を
正
し
た
学
校
長
が
天

皇
に
代
わ
っ
て
教
育
勅
語
を
奉
読
し
、

そ
の
あ
と
で
「
我
が
大
日
本
帝
国
は
天

皇
陛
下
を
中
心
と
し
た
神
の
国
で
…
」

と
誇
り
高
く
訓
話
し
た
。
終
わ
る
と
、

女
の
先
生
が
弾
く
オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
み
こ
と

合
わ
せ
て
、
「
あ
な
尊
し
な
大
勅
、
勅

の
験
を
心
に
入
り
て
、
露
も
背
か
じ
朝

夕
に
、
あ
な
尊
し
な
大
勅
」
と
、
居
並

ぶ
参
列
者
の
全
員
が
「
勅
語
奉
答
歌
」

を
斉
唱
し
、
警
配
に
答
え
て
立
派
な
日

本
国
民
に
な
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

道
徳
の
基
本
だ
っ
た

　
教
育
勅
語
は
明
治
天
皇
が
国
民
に
賜

っ
た
教
え
で
、
誰
も
が
共
感
す
る
国
民

道
徳
の
基
本
と
し
て
昭
和
二
十
年
八
月

ま
で
遵
守
さ
れ
た
。
そ
れ
が
戦
後
い
ち

早
く
、
占
領
軍
の
圧
力
で
「
教
育
勅
語

排
除
に
関
す
る
決
議
」
が
国
会
で
行
わ

れ
、
良
い
面
も
総
て
葬
ら
れ
て
し
ま
い
、

こ
の
決
議
が
教
育
の
荒
廃
に
つ
な
が
っ

た
と
嘆
く
人
は
多
い
。

　
　
教
育
二
関
ス
ル
勅
語

　
騰
慨
フ
ニ
　
我
力
豊
樫
曇
荊
　
国
ヲ

聖
ム
ル
コ
ト
蓋
二
　
徳
ヲ
榔
ツ
ル
コ

ト
深
厚
ナ
リ
　
我
力
臣
民
芽
ク
忠
二
克

　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
　
　
　
　
　
　
　
よ
よ

ク
孝
二
　
億
兆
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
　
世
世

そ
　
　
　
　
　
　
な

廠
ノ
美
ヲ
済
セ
ル
ハ
此
レ
我
力
国
体
ノ

檎郵ニシ

テ
　
教
育
入
徽
恭
鄭
二
凝

二
補
ス
麟
置
民
父
母
二
孝
二
　
鼎

郷
二
紹
二
　
夫
婦
相
和
シ
　
騰
諾
相
信

　
き
ょ
う
け
ん
お
の
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

シ
恭
倹
己
レ
ヲ
持
シ
　
博
愛
衆
二
及
ホ

　
　
　
　
お
さ
　
ぎ
ょ
う

シ
　
学
ヲ
修
メ
業
ヲ
習
ヒ
　
以
テ
知
能

ヲ
啓
発
シ
　
徳
器
ヲ
成
就
シ
　
進
ン
テ

　
　
　
　
　
せ
い
む

公
鑑頷広メ

泄
鵬
ヲ
開
腔
た
姫
謎
個
憲

ヲ
重
シ
国
法
二
遵
ヒ
　
一
旦
緩
急
ア
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
じ
ょ
う
む
き
ゅ
う

ハ
義
勇
公
二
奉
ジ
　
以
テ
天
壊
無
窮
ノ

　
　
　
ふ
よ
く
　
　
　
　
　
　
か
く
　
　
　
　
　
　
ひ
と
り

皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ベ
ジ
　
是
ノ
如
キ
ハ
独

朕
力
忠
良
ノ
臣
民
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ

又
以
テ
爾
祖
先
ノ
遺
風
ヲ
顕
彰
ス
ル
ニ

足
ラ
ン
　
嫌
ノ
道
ハ
実
二
我
力
皇
祖
皇

宗
ノ
遺
訓
ニ
シ
テ
　
子
孫
臣
民
ノ
慨
二

遵
守
ス
ヘ
キ
所
之
ヲ
古
今
二
通
シ
テ
選

ラ
ス
之
ヲ
縣
粥
ゴ
梅
シ
テ
慨
ラ
ス
朕

　
　
　
　
と
も
　
　
け
ん
け
ん
ふ
く
よ
う
　
　
　
　
み
な

爾
臣
民
ト
倶
二
拳
拳
服
膚
シ
テ
成
其
ノ

　
　
い
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
い
ね
が
う

徳
ヲ
一
ニ
セ
ン
コ
ト
ヲ
庶
幾
フ

　
　
　
明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日

　
ぎ
ょ
め
い
ぎ
ょ
じ

　
御
名
御
璽

教
育
勅
語
の
大
意

　
教
育
勅
語
の
大
意
を
、
小
林
荘
平
元

霧榔

信
金
相
談
役
（
中
仙
田
出
身
●
故

人
）
が
、
次
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。

　
私
は
常
に
思
っ
て
い
る
。
日
本
国
は
、

私
た
ち
の
祖
先
が
大
昔
に
遠
大
な
構
想

を
も
っ
て
開
い
た
国
で
あ
る
が
、
こ
の

と
き
お
立
て
に
な
っ
た
道
徳
は
実
に
奥

深
く
、
慈
し
み
深
い
。
国
民
が
君
に
忠

義
を
つ
く
し
、
父
母
に
孝
行
を
励
み
、

国
の
た
め
に
心
を
一
つ
に
し
て
、
神
代

か
ら
現
代
ま
で
立
派
に
美
風
を
つ
く
り

上
げ
て
き
た
の
は
、
日
本
の
国
の
最
も

美
し
い
点
で
、
教
育
の
一
番
大
切
な
根

▲小林氏の資料

本
は
実
に
こ
こ
に
在
る
の
で
す
。

　
国
民
の
皆
さ
ん
、
子
は
親
に
孝
養
を

つ
く
し
、
兄
弟
姉
妹
は
お
互
い
に
敬
愛

を
も
っ
て
睦
ま
じ
く
、
友
人
は
互
い
に

誠
を
も
っ
て
交
わ
り
、
他
人
に
対
し
て

は
恭
し
く
敬
い
、
自
分
は
慎
み
深
く
、

決
し
て
高
ぶ
る
こ
と
な
く
、
世
の
中
の

す
べ
て
の
人
び
と
に
対
し
て
平
等
に
親

切
に
し
、
学
問
に
励
み
、
職
業
を
習
っ

て
身
に
つ
け
、
知
徳
を
養
っ
て
才
能
を

伸
ば
し
、
道
徳
の
高
い
立
派
な
人
格
を

完
成
し
、
広
く
世
の
た
め
に
つ
く
し
、

社
会
の
利
益
に
な
る
仕
事
を
開
発
し
、

憲
法
を
守
り
、
国
家
に
重
大
な
事
変
が

お
こ
っ
た
と
き
は
お
国
の
た
め
に
つ
く

し
、
天
地
が
永
遠
に
続
く
か
ぎ
り
、
日

本
の
国
が
栄
え
て
い
く
よ
う
に
努
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
教
え
は
、
私
た
ち
の
祖
先

が
受
け
継
い
で
き
た
美
風
で
、
皇
室
の

子
孫
に
当
た
る
者
も
、
国
民
と
共
に
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
昔
も
今
も
、
将
来
ま
で
永
遠
に
実

行
し
て
も
間
違
い
の
な
い
教
え
で
、
日

本
だ
け
で
な
く
、
ど
こ
の
国
が
行
っ
て

も
誤
り
の
な
い
生
き
る
道
で
す
。
国
民
1
0

の
皆
さ
ん
が
、
私
と
一
緒
に
こ
の
教
訓
7

を
守
り
、
立
派
な
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
1
2

る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
⑪



平
成
1
3
年
新
規
大
学
等
卒
業
者
面
接
会

十
日
町
地
区
2
0
0
1
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
ご
案
内

来
春
、
大
学
等
卒
業
予
定
の
学
生
を
中
心
に
、
次
の
と
お
り
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
7
月
2
4
日
（
月
）
午
後
1
時
～
4
時

■
場
所
ク
ロ
ス
ー
0

■
内
容
　
・
十
日
町
市
・
中
魚
沼
地
区
の
企
業
の
人
事
担
当
者
の
説
明

　
　
　
　
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
と
の
個
別
相
談

　
　
　
　
・
求
人
一
覧
表
配
布
な
ど

■
参
加
方
法
　
事
前
の
参
加
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
事
業
所
と
面
接

　
　
　
　
　
を
希
望
す
る
方
は
、
履
歴
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奮
5
7
1
2
4
0
7

集募官衛自
試験の種類 受付時間 応　　募　　資　　格

防衛大学校 9月5日～
10月13日

高卒（見込み〉以上21歳未満の者
防衛医科大学校

看　護　学　生 9月14日～10月13日 高卒（見込み〉以上22歳未満の者

航　空　学　生

8月7日～

　9月8日

高卒（見込み〉以上21歳未満の者

一般曹候学生 18歳以上24歳未満の者

曹　候　補　士 18歳以上27歳未満の者

2等陸・海・空士 18歳以上27歳未満の者

※試験日については、後日お知らせします。
※問い合わせ　　自衛隊新潟地方連絡部　曾0258－33－0256

　　　　　200ボ几ト侮験クッキング教室

と　き　　7月24日（月〉午前10時30分～

内容　「パスタでブランチ」
ところ　　東北電力㈱十日町営業所クッキングスタジオ「えぷろん」

定　員　　18人（応募者多数の場合抽選）

参加費・持ち物　　500円、エプロンをお持ちください。

申込先　　東北電力㈱十日町営業所お客様センター　奮52－3107

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
ご
協
力
を

　
労
働
省
で
は
、
7
月
末
現
在
で
常
用

労
働
者
を
ー
～
4
人
雇
用
す
る
事
業
所

を
対
象
に
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
賃
金
、
労
働
時
間
、

労
働
者
数
の
動
向
を
都
道
府
県
別
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
調
査

結
果
は
統
計
を
作
る
た
め
の
み
に
使
用

し
ま
す
。

　
7
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
お
訪
ね
し

ま
す
の
で
、
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解

の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
【
調
査
対
象
地
域
】

　
橘
及
び
仙
田
地
区
の
全
域

※
詳
し
く
は
、
県
統
計
課
（
盈
0
2
5

　
－
2
8
5
－
5
5
1
1
）
へ
。

映
画
上
映
会
ご
案
内

■
と
　
き
　
7
月
2
2
日
（
土
）

　
　
時
間
　
①
午
前
1
0
時
～

　
　
　
　
②
午
後
1
時
3
0
分
～

　
　
　
　
③
午
後
7
時
～

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
市
民
会
館

■
題
名

　
稚
内
発
「
学
び
座
」

　
　
～
ソ
ー
ラ
ン
の
歌
が
聞
こ
え
る
～

■
前
売
り
券
　
一
般
8
0
0
円

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
5
0
0
円

※
問
い
合
わ
せ
先

＋
日
町
市
公
民
館

　
　
　
　
　
　
（
盈
5
7
－
5
0
1
1
）

歯
科
健
診
・

治
療
の
相
談
い
た
し
ま
す

　
新
潟
県
で
は
、
県
歯
科
医
師
会
に
委

託
し
、
心
身
障
害
児
（
者
）
の
方
に
、

歯
科
検
診
や
治
療
の
相
談
な
ど
を
受
け

て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
通
所
援
護
施
設
な
ど
に
通
わ
れ
て
い

　
る
方
々
と
住
宅
心
身
障
害
児
（
者
）

　
の
方
々
に
は
、
通
所
援
護
施
設
な
ど

　
で
歯
科
医
師
が
歯
科
健
診
な
ど
を
行

　
い
ま
す
。

★
住
宅
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
の
方

　
々
に
は
、
ご
自
宅
へ
訪
問
し
歯
科
医

　
師
が
歯
科
健
診
な
ど
を
行
い
ま
す
。

★
歯
科
検
診
な
ど
の
内
容
は

　
歯
み
が
き
の
指
導
、
入
れ
歯
の
相
談

　
虫
歯
予
防
の
指
導
、
歯
周
疾
患
予
防

　
の
指
導
、
治
療
の
相
談

★
健
診
の
費
用
は
無
料
、
治
療
は
健
康

　
保
険
が
摘
要
さ
れ
ま
す
。

※
申
し
込
み
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
役
場
の
保
健
・
福
祉
の
窓
口
又
は
、

　
十
日
町
保
健
所
へ
。

ー
訂
正
－

　
六
月
十
日
号
本
紙
、
「
お
寄
せ
く
だ

さ
い
あ
な
た
の
意
見
・
提
案
・
質
問
」

で
千
手
温
泉
の
高
齢
者
に
対
す
る
入
浴

料
割
り
引
き
に
つ
い
て
の
答
弁
中
、

「
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
」
が
「
六

十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
」
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

聴　　　瓢
　　　¢蕊‘4，、、
　　趨憂濫
　q．1“，ll一r

璽學臨爾蟷v3講

8月1日（火〉から10日（土）まで

撚。
3
　
。

期間

動車間距離あなたの心の広さです
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善

福
祉
に

渡
辺
　
早
苗
（
栄

上
村
福
栄
（
上

意（
敬
称
略
）

町
）
　
三
万
円

野
）
　
三
万
円

優良無事故運転
　　　　　　受賞者が延べ3，252人

　先般、総合センターで、平成12年度優良無事故運転者表彰式が開

催され、新潟県交通安全協会（20年～50年表彰）や十日町地区交通

安全協会（10年表彰）の表彰が行われました。今年の該当者は4支

部併せて57人となっています。

　ちなみに、表彰が始まった昭和49年度から平成12年度までの27年

間で表彰を受けられた皆さんは、延べ3，252人となりました。

繋巌

小
わ
琶

　
　
岬
壇

高
崎
正
風
選

降
る
雨
に
小
布
施
は
栗
の
花
盛
り

土
び
な
の
里
も
五
岳
も
梅
雨
ぐ
も
り

人
影
の
見
え
ず
青
田
の
続
く
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

高
原
を
一
人
占
め
し
て
揚
雲
雀

夏
燕
田
の
面
か
す
め
て
行
き
に
け
り

茄
子
漬
け
の
色
鮮
や
か
に
母
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
澤
　
澄
代

雲
の
間
に
月
ま
ろ
ま
ろ
と
梅
雨
晴
間

し
ょ
う
ぶ
園
順
路
通
り
に
行
け
ぬ
雨

一
列
の
白
の
し
ょ
う
ぶ
の
気
品
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

白
鷺
の
脚
細
々
と
水
の
中

蛍
火
や
源
民
平
家
と
同
じ
水

父
の
日
の
ふ
る
さ
と
の
酒
ひ
と
り
酌
む

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
遊
人

朝
顔
の
咲
く
日
数
え
る
蕾
か
な

手
作
り
の
味
が
自
慢
の
笹
団
子

緑
陰
に
集
ま
る
村
の
道
ぶ
し
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
條
　
石
平

青
空
と
と
も
ど
も
に
蒔
く
花
の
種

あ
と
か
た
も
な
く
植
木
市
仕
舞
わ
れ
ぬ

水
底
に
日
を
宿
ら
せ
し
植
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

曲
り
家
の
牛
の
吐
息
や
梅
雨
の
月

桐
咲
く
や
過
疎
に
残
り
し
生
子
壁

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

父
の
日
や
無
理
せ
ぬ
よ
う
と
娘
の
電
話

水
番
の
バ
イ
ク
の
音
や
今
朝
も
五
時

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

椅
子
に
寄
り
移
る
雲
見
る
日
永
か
な

石
垣
に
脱
ぎ
捨
て
ら
れ
し
蛇
の
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
ス
ミ
イ

タ
虹
や
ま
だ
八
海
の
雪
残
る

夏
座
敷
遺
影
微
笑
み
絶
や
さ
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

余
念
な
く
茄
子
も
胡
瓜
も
取
っ
て
来
し

子
育
て
の
燕
の
母
の
飛
び
し
き
り

　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

サ
ル
ビ
ヤ
の
雨
の
路
肩
に
燃
え
て
お
り

あ
じ
さ
い
や
親
孝
行
の
旅
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

祖
父
母
会
孫
と
楽
し
む
星
祭
り

幼
な
子
の
望
み
大
き
く
星
祭
る

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

水
枯
れ
て
石
又
石
の
夏
河
原

父
の
日
の
嫁
よ
り
届
く
電
子
辞
書

　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

苺
酒
の
出
来
確
か
め
て
夕
餉
か
な

ふ
と
我
に
戻
る
蛙
の
目
借
り
時

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

美
し
き
山
よ
り
出
で
し
夏
の
月

風
お
い
て
行
く
や
夏
野
の
通
り
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

　
　
短
　
評
　
　
　
　
　
　
　
正
　
風

・
降
る
雨
に
ー
梅
雨
ど
き
の
栗
の
小
布

施
ら
し
い
情
景
が
端
的
に
叙
さ
れ
て
い
る
。

・
あ
と
か
た
も
ー
賑
や
か
だ
っ
た
植
木

市
の
、
終
っ
た
あ
と
の
も
の
淋
し
い
感
じ

が
よ
く
出
て
い
る
。

　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　

　
7
月
23
日
旧
開
催
予
定
の
「
町
長
杯

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
」
及
び
8
月
2
0
日

　佃
開
催
予
定
の
「
新
潟
県
パ
タ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
」
は
、
都
合
に
よ
り
9
月
1
7
日

　
　
日
旧
同
時
開
催
と
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

O休目救急医

7月16日山口医院（下条）

　　　　2蟄　55－2003

　　〃　上村医院（中里村）

　　　　8　63－2111

　20日大島医院（川原町）

　　　a　52－2957
　23日大坪医院（四日町）

　　　2蟄　57－6100

　　“　津南医院（津南町）

　　　8　65－3161
　30日庭野医院（寿町）

　　　a　52－2711
8月6日富田医院（神明町）

　　　5r　52－3269
　13日たかき医院（土　市）

　　　a　58－2361

『
⑬
④
健
慮
』
①

　
　
　
～
健
や
か
に
老
い
る
た
め
に
～

　
誰
し
も
、
一
生
を
心

身
共
に
健
や
か
に
送
る

こ
と
が
何
よ
り
の
願
い

か
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
何
か
し
ら

、、

　
1
　
　
ノ

．
（
亀　
巳
ρ
亀

象野艦

o

の
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
健
康
を
損
な
っ

た
り
、
命
を
落
し
た
り
す
る
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
現
状
で
す
が
、

高
齢
者
が
病
気
や
障
害
を
持
っ
た
と
し

て
も
、
精
神
的
に
は
健
康
に
過
ご
せ
る

た
め
の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
4
回
シ
リ
ー
ズ
で
「
心
の
健
康
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
近
年
、
全
国
的
に
高
齢
者
の
自
殺
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
新
潟
県
は
以
前

よ
り
自
殺
の
多
い
県
で
す
し
、
当
町
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
殺
と
い
う

と
個
人
の
問
題
と
受
け
と
め
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、

「
う
つ
病
」
と
い
う
病
気
が
原
因
で
あ

る
こ
と
が
多
い
と
の
調
査
結
果
が
あ
り

ま
す
。

　
川
西
町
で
も
平
成
8
年
に
、
高
齢
者

の
う
つ
調
査
を
一
部
の
地
区
で
行
な
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
1
割
強
の
人
に

う
つ
病
の
疑
い
が
あ
り
ま
し
た
。
町
全

体
と
し
て
も
、
う
つ
病
で
受
診
を
さ
れ

て
い
る
人
が
近
年
増
加
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
特
に
高
齢
者
は
、
配
偶
者
や
身
近
な

◎
　
つ
，

凶
纏
・

ク

　ノ

夢
．
　
’

葱
さ

衡砺臨

友
人
を
亡
し
た
り
、
家
庭
で
の
世
代
交

代
を
し
た
り
す
る
環
境
の
変
化
が
大
き

く
、
生
き
る
楽
し
み
や
張
り
合
い
、
家

庭
で
の
役
割
を
な
く
し
て
し
ま
う
人
も

い
ま
す
。
ま
た
、
病
気
や
足
腰
の
不
自

由
な
ど
も
加
わ
り
、
更
に
心
細
く
孤
立

感
を
味
わ
う
人
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

老
年
期
は
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
も
大
き

く
、
気
持
ち
の
沈
み
込
む
こ
と
が
多
く

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
高
齢
社
会
と
な
り
、
高
齢
者
福
祉
施

は
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
心

の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
町
で
は
、

今
年
を
基
盤
整
備
の
年
と
し
、
5
年
計

画
で
高
齢
者
の
心
の
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
意
見
や

要
望
を
う
か
が
い
、
皆
で
知
恵
を
出
し

合
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
次
回
は
、
あ
ら
た
め
て
、
「
う
つ
病
」

に
つ
い
て
詳
し
く
取
り
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

⑬12．7．10
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ク
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▲「フラワーヒュードンリボン」

　2年生高橋実弥さん

〈
千
手
小
学
校
丁

野
　
　
口

　
　
　
発
雷
所
通
り
東

　
勲亮
子
根
深

藷
碧
の
り
里
一

　　　ハ
　　　6
　　　月
　　　1

　　　日
　　　～

　　　30
　　　日
裏 　届
　　　け
　　　出
　　　分

　　　）

合
整
備
事
業
。
そ
の
中
で
進
め
て
い
る

「
岩
瀬
体
験
農
園
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
、
六
月
十
一
日
、
関
係
者
が
参
加
し

て
開
園
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
農
園
は
、
約
一
万
六
千
平
方
層

で
、
管
理
運
営
は
地
元
管
理
組
合
（
登

坂
敬
組
合
長
・
組
合
員
1
6
人
）
す

区
画
面
積
は
百
平
方
屑
で
、
年
間
利
用

料
は
土
地
代
の
み
で
一
万
円
。
貸
出
区

画
は
六
十
五
区
画
で
、
そ
ば
な
ど
を
中

心
に
、
野
菜
や
花
類
な
ど
に
も
貸
し
出

し
が
で
き
ま
す
。

　
開
園
式
で
は
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
あ
っ
た
あ
と
、
田
口
町
長

や
和
唐
中
魚
沼
改
良
普
及
所
長
が
あ
い

さ
つ
。
最
後
に
、
五
人
の
指
導
員
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
地
元
小
学
生
ら
に

よ
っ
て
、
サ
ッ
マ
イ
モ
の
苗
が
農
園
に

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　　～
　　＼，轡
　　　7曳

　磁　　　　　3

繍　ヒ　　　F縁瀞　・、⑬
　　　　　　　ひ　　　　もド　　　　　　わ

蘂　嬢　鱒
鷺礁薦
　　轡。轡爆叢肇

　
表
紙
の
写
真

　
仙
田
地
区
を
何
と
か
活
性
化
さ
せ
よ

う
と
、
町
が
平
成
九
年
度
か
ら
五
年
計

画
で
取
り
組
ん
で
い
る
中
山
間
地
域
総上空から見た岩瀬体験農園

力
行
う
。
一
一

レ
「
俊
さ
ん
」

　
3
年
生
押
木
友
裕
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
r
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
痴
耀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
継

〉
「
さ
く
ら
草
」

　
4
年
生
高
橋
　
厚
く
ん

》
「
郁
恵
さ
ん
」

　
3
年
生
高
橋
桃
香
さ
ん

名　拓くん
乃
星

レ
釣
生
「
年
　
6
▲

▲「校門」

　5年生蔵品麻弥さん

▲「玉入れ」

　1年生中条文音さん

　
　
曳
趨
｝

　
　
、
ド

　
　
〆
．

，
才
ヂ
ぞ
磁
｛
紅
，
ヤ
、
、

努
猷
　
　
ヒ

12．7．10⑭

▲「風船がないととべないトリ」　　　▲「全校リレー」
　2年生蔵品あやかさん　　　　　　　1年生橋本加奈さん

　　　　　　　　（8月号は上野小学校です）

　
　
　
　
　
ノ
鮮

　
　
　
　
　
鶏
欝

ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
パ

　
ヰ
ぴ
ド
　
　
　
　
　
ィ
ド
ド
ら
　
　
　
ゆ
ア

4
一
ー
，
，
　
’
、
、
じ

」

〉
「
図
工
の
先
生
」

　
4
年
生
星
名
叶
恵
さ
ん


